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研究成果の概要（和文）：　認知症サポーター支援プログラム作成にあたり活動意欲を高めるためには、介護経
験の含有、養成講座受講の自由意思の尊重、認知症についての知識理解、活動時間への配慮が必要である。ま
た、介護者自身が困っていることを発信しやすい地域づくり、すでに介護を経験した人々が同様に介護の大変さ
やその経験を広く地域社会に伝えていくことが認知症者と介護者にとっての身近なサポートになることが示唆さ
れた。
　さらに、サポートシステム構築には、単に一方向のみではない形成と維持のスタイルがあり、それぞれのスタ
イルに寄った支援が必要である。

研究成果の概要（英文）：　The suggestions for the program were as follows: To include contents from 
people who has experienced care or has been involved in such activity, to respect the free will of 
the attendants of the session, to deepen the understanding of dementia, and to take in consideration
 of the time taken for the activity. In addition, it is suggested that developing communities where 
family caregivers can access their hardships easily and sharing them is important. Also, people who 
have experienced care for people with dementia are expected to share their experiences to the 
community which will become the support for people with dementia and the family caregivers.
　Furthermore, there is an interactive style to communicate in order to build a support system, and 
support which approach those style is effective.

研究分野： 認知症サポーターをはじめとした地域における支援活動や職種間連携
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
高齢化に伴い、今後認知症高齢者のさらな

る増加が推測されている。オレンジプランで
は、７つの柱を挙げており、その中に地域で
の日常生活・家族の支援の強化がある。内容
は、認知症地域支援推進員の人数の増加、認
知症サポーター養成600万人を目標とするこ
と、市民後見人の育成、認知症の人やその家
族等に対する支援などである。しかし、認知
症サポーターについていえば認知症養成講
座の主たる目的は認知症と認知症の人を理
解することであったため、認知症サポーター
を活用した認知症の人・家族への具体的なサ
ポート体制の構築については課題となって
いる。 
在宅で生活する認知症高齢者の日常生活

支援において、買い物・金銭管理に関係し店
舗従業員への研修、地域住民への啓発活動の
課題がある。また、地域での声かけ・見守り・
小さな手助けとして、ごみ出し・差し入れ、
安否確認などの生活の困り具合に則した「身
近なサポート」へのニーズもあると考えられ
る。近隣・友人によるインフォーマルな体制
も含め、認知症地域支援推進員、地域包括支
援センター職員などの専門家を交えたシス
テム化が必要である。 
 
２. 研究の目的 
平成 26 年度～28 年度の 3 年間の B 市での

アクションリサーチを通して、認知症サポー
ターが、地域で暮らす認知症の人・家族のニ
ーズに則した「身近な手助け活動」ができる
ためのサポートシステム構築プロセスを明
らかにする。また、地域住民・保健医療福祉
の専門家がアクションを起こすための要
因・要素を探る。 
 
３．研究の方法 
研究の目的を達成するために以下の 3つの

研究を順を追って実施していく 
(1)研究 1：B 市における認知症サポーターの
活動実態を調査する 
(2)研究 2：B 市介護家族の会を中心とした認
知症介護経験者へのインタビュー調査を行
う 
(3)研究 3：認知症カフェ等における認知症サ
ポーター活動のプロセス、それにかかわるス
タッフの評価について調査する 
 
４．研究成果 
(1)研究 1： 
① 目的 
認知症サポーターの活動実態と活動をす

る上での要望、活動していない理由を記述回
答によって調べ、認知症サポーター養成講座
修了者の地域活動における支援課題を明ら
かにすると共に、認知症サポーターの活動を
エンパワメントする支援プログラム作成の
ための示唆を得る 
② 方法 

認知症サポーター養成講座を修了した388人
を対象に自記式質問紙調査を行った。 
③ 結果 
認知症サポーターの基本属性は、女性が約

7割を占め、平均年齢 66.1 歳、最少年齢 20
歳、最大年齢 93.0 歳であった。職業は無職
が 32.2％、主婦が 29.4％であった。町内会・
老人クラブ・ボランティア活動・近所付合に
ついて、参加している人はそれぞれ、73.6％、
34.8％、60.5％、79.7％であった。また、社
会参加意欲については 93.0％が「社会参加意
欲あり」と回答した。認知症の人と関わった
経験については「関わり経験あり」が 56.8％、
認知症の人の介護経験は「経験あり」が
41.5％であった。養成講座受講状況について 
受講動機は「自分から希望した」が 62.0％、
受講回数は「3回以上」が 14.6％・「2回以下」
が 85.4％であった。知識理解度は、「認知症
は病気である」、「早期発見・早期受診が重要
である」、「生活習慣に気をつけることが認知
症予防につながる」、「脳活性化が予防につな
がる」、「声をかけるときは、驚かせないよう
にする」、「余裕をもって対応し、認知症の人
のペースに合わせる」、「相手の言葉に耳を傾
け、自尊心を尊重する」の7つの項目では90％
以上が「分った」と回答した。以下の 3つの
項目「認知症の人は少しの声掛けや手助けで
自分で実行できることが多い」・「本人には自
覚がある」・「出現している症状には意味があ
る」では、それぞれ 81.0％、60.8％、68.9％
であった。 
認知症サポーターとしての活動状況は、 

「活動している」は 25.9％、「活動していな
い」は 74.1％であった。活動していない場合
の理由については、カテゴリ化した結果、「認
知症の人との出会いがなかった」、「活動のた
めの切っ掛けがなかった」「活動に費やす時
間がなかった」、「体調がよくない」、「介護の
仕事をしている」、「認知症サポーターとして
もう少し学びが必要」という 6個のカテゴリ
と、20 個のサブカテゴリが得られた。今後活
動に費やせる時間・内容については、活動頻
度は「週 3 回以上」16.7％・「週 2 回以下」
83.3％、活動時間は「30 分程度以上」81.4％・
「15 分程度以下」18.6％であった。 
認知症サポーターの活動をするうえでの

要望は「困った時に相談する場所がほしい」
51.9％、「体験・実習を取り入れた研修会を
してほしい」41.8％、「認知症サポーターが
地域で交流できる場所がほしい」32.7％「「サ
ポートを必要としている認知症の人・介護家
族の情報がほしい」36.0％、「勉強会を開催
してほしい」30.1％、「認知症サポーター同
士で仲間づくりをしたい」25.4％、「ご近所
に自分が認知症サポーターであることを知
らせて、役に立ててほしい」19.1％であった。 
「認知症サポーターが地域で交流できる

場所がほしい」と回答した人から、具体的に
どういうものがあったらよいか、85 件の記述
回答があり、カテゴリ化した結果「気軽で自



由に集える場」、「活動できるための力を得る
場」、「専門家の人がいる場」、「情報交換がで
きる場」、「認知症サポーターが相談できる
場」、「介護される人、介護する人の両方が集
える所」、「地域の拠点を活用した場」の 7個
のカテゴリと、20 個のサブカテゴリが得られ
た。 
④ 考察 
活動意欲を高めている要因は、ボランティ

ア活動への参加、社会参加意欲、認知症の人
との関わりの経験、養成講座受講動機が主体
的であること、知識理解が高いこと、活動時
間が取れることの 6つであった。活動意欲が
高い人の方が、実際に活動しているという結
果を踏まえ、これら 6つの要因への働きかけ
により、活動意欲の低い人の意欲を高め、実
際の活動ができるように支援していくこと
が必要であると考える。 
一方、活動意欲が高くても活動していない

認知症サポーターが 25％という結果がでて
おり、意欲を高めることだけではない支援課
題が示唆されている。今後認知症サポーター
の活動の活性化を促すには、活動意欲があり
ながらも活動出来ていない人にどのように
はたらきかけていくかも鍵となる。活動して
いない理由の記述回答では「認知症の人がい
なかった」というカテゴリが示されていると
おり、認知症の人との関わり経験がないサポ
ーターは支援の必要な認知症の人の把握が
難しく、「対象がいなかった」ととらえる傾
向があるのではないだろうか。関わり経験が
ない認知症サポーターは、活動を実際に行う
にあたっては、活動イメージが付きにくいこ
とも推察される。この傾向は、これまでの国
のサポーター養成が、受講生の認知症の理解
を目的に実施されてきたため、受講後何かを
出来るようにということを考えたプログラ
ムではなかったことが原因の一つであると
考える。 
また、活動していない理由の一つとして、

「活動のための切っ掛けがなかった」という
カテゴリがある。最初の行動のためには、他
者からの同意や後押しが必要な場合がある
と考える。内閣府の調査 1）では、地域活動
を行うための条件として「一緒に活動する仲
間がいること」「参加を呼びかける団体、世
話役があること」が挙げられている。活動の
ための切っ掛けの提供などの支援があると
よいと考えられる。 
さらに、活動していない理由に「認知症サ

ポーターとしてもう少し学びが必要」という
カテゴリが抽出されている。活動意欲が高く
ても活動していない認知症サポーターが活
動できるためには、こういったサポーターの
学びへのニーズを満たしていくことが大切
であると考える。 
⑤示唆 
支援プログラム作成のために以下の 1）～

4）の示唆を得た。1) 活動意欲を高めるため
に、介護経験・関わり経験のできる内容を取

入れること、養成講座受講の自由意思を尊重
すること、認知症についての知識理解を深め
ること、活動時間への配慮をすること、2) 活
動していない認知症サポーターのために、活
動するための切っ掛けづくりを支援する、3)  
活動できるための力を得られるような支援
をする、4) 認知症サポーターの要望をプロ
グラムに生かしていく。 
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(2)研究 2: 
①目的 
認知症の介護経験がある人の自身の介護

体験の語りを基に介護中の困りごと、あれば
よいと思う身近なサポートを明らかにする 
②方法 
研究デザイン：質的帰納的記述研究 
研究対象者：B 市在住の介護経験のある家

族介護者 11 名 
データ収集: 

半構造化面接を行い、内容は IC レコ
ーダーに録音後、逐語録に起こし質的
帰納的に分析した 

③結果 
介護経験のなかで体験した思いと困りご

とは、【認知症を発症したことへの困惑と介
護を継続していくことへの先行きの不安を
感じている】、【自分の仕事や家庭生活を営み
ながら日々折り合いをつけ、介護を続けてい
る】、【認知症の家族を介護していることを他
者に理解してもらえると介護負担感が低下
する】の３つのカテゴリで構成された。 
④まとめ 
介護者自身が困っていることを発信しや

すい地域づくりをすること、すでに介護を経
験した人々が同様に介護の大変さやその経
験を広く地域社会に伝えていくことの重要
性が認知症者と介護者にとっての身近なサ
ポートになることが示唆された。 
(3)研究 3 
①目的 
本研究は認知症サポーターが、地域で暮ら

す認知症の人・家族のニーズに則した「身近
な手助け活動」ができるためのサポートシス
テム構築プロセスを明らかにすることを目
的に、認知症サポーターのたまり場において、
認知症サポーターの学びを支援するプロセ
スを明らかにする。 
②方法 
対象： 
認知症サポーターのたまり場に参加した



認知症サポーター数名程度、及び認知症サポ
ーターのたまり場に参加した認知症地域支
援推進員、保健師、ボランティアなど 10 名
程度。 
データ収集： 
反省会・打ち合わせ会議での議事録の内容

について、出席者の同意が得られた場合に、
IC レコーダーに録音をし、逐語録に起こし質
的帰納的に分析する。 
③結果 
認知症サポーターは様々な年齢、職業経験、

家族背景のある人々がいる。目的優先的に収
集されてくるものではなく、むしろ人づたい
に自然と集まってくる傾向があった。人と人
とのつながりを感じてというものだったり、
核となる人物の人柄にふれて形成されてき
ていた。一方では、専門職が中心に働き、地
元の有志を巻き込んで形成することもあっ
た。 
認知症の人や家族を地域の中でサポート

するためには、単に一方向のみではない形成
と維持のスタイルがあり、サポートシステム
構築には、それぞれのスタイルに寄った支援
が必要である。 
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